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2Sa－6 和服の模様について　一歌舞伎の服飾を中心に一

大妻女大家政　　木野内清子　　加藤暁子　○河野ゆり子

被　　服

　目的　和服の模様における歌舞伎の服飾の影響については周知のことであるが、また、

江戸時代の日常的な服飾が衣裳となっていた事実も知られている。歌舞伎の服飾から当時

の和服模様の日常性を考察する。

　方法　文献・浮世絵等の資料による。

　結果　歌舞伎の演目には江戸時代の市井の出来事が、そのまま舞台にかけられる日常性’

もあり、当時の生活全般が模様の題材となっている。市井の有様を写した「世話物」「生

世話物」には、小紋。縞等が多くみられるが、幕府をはばかって時代設定を移した時代物、

例えば、明和８年初演の「妹背山婦女庭訓」の衣裳にみられる模様「十六むさし」は当時

の遊戯道具であり、そこに日常性もみられる。

2Sa-7　　　　　　　　明治期における綿ネルの機械捺染の導入とその影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本女大家政　○襖井理恵　佐々井啓

　〔目的〕明治期における産業の近代化の新たな観点として綿ネルの機械捺染についてとり
　あげる。綿ネルは国内生産が不可能であった羊毛製のフランネルを模倣したものであるが。
　染色、起毛の耐洗濯性の低さが指摘されていた。一方。この点に優れた外国製品が明治30

　年からドイツを中心に輸入され明治33年にはピークに達する。この様な時代に機械捺染が
　導入された。これは単に産業界の近代化だけではなく。染色製品の改良や、さらには衣生
　活にまで何らかの影響を与えるものであると考え、この点について研究することとした。

　〔方法〕当時の雑誌｢染織時報｣｢染織新報｣｢綿ネル新報｣を中心に、専門書。新聞。統計年

　鑑、小説等で補足し、捺染に関する情報、展望、製品、使用法についてとりあげる。
　〔結果〕研究により以下３点が明らかになった。

１、綿ネルは低価格、使用頻度の高さに加え√表面が起毛のため。精密な模様等の捺染は
　　不必要なため、機械捺染が導入し易い素材と考えられていた。

　２、多くの人に対応できるために、模様は縞を中心とした無難なもの、色彩は黒。茶。鼠
　　が用いられた。意匠は本ネルの模倣を目的とし、一般からの公募も行われた。
　３、機械との適合性から輸入の合成染料を使用した。

　綿ネルは内着という用途から低廉な価格と染色堅牢度双方が必要とされた。しかし科学

技術の遅れから、堅牢度の向上のためには高額な染料が必要であり、利益に結びつかない。
一方、機械捺染の導入は染色業における大量生産をもたらし、その販売のため、堅牢度等
品質や意匠に消費者のニーズが反映され。それが衣生活の向上へとつながったと思われる。
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